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別記様式（第５条関係） 

会 議 録 

会議の名称 令和７年度 第３回福津市観光産業活性化協議会 

開催日時 令和８年３月２７日（金）午後３時００分～午後５時００分 

開催場所 福津市役所本館２階 大会議室 

委員名 

（１）出席委員 永松毅文  小役丸秀一 花田千賀子 

        塩川浩一  浄見譲   小島恵 

        大隈信彦  山口尚志 

（２）欠席委員 紺屋良治 

所管課職員職氏名 
経済産業部長 髙山康和 観光振興課長 波多野哲平 

観光振興係長 村上尚寛 観光振興係長 緒方康裕 

会

議 

議 題 

（内 容） 

１．開会 

・会議録の作成方針の決定 

２．議事 

（１）観光基本計画に基づく取り組み状況について 

３．その他報告 

 ・「夕陽館の活用」及び「乗馬クラブの意見収集」に

ついて 

４．閉会 

公開・非公開の別 ■公開  □非公開  □一部公開 

非公開の理由  

傍聴者の数             ０ 名 

資料の名称 

資料１ 福津市観光産業活性化協議会委員名簿 

資料２ 第２次福津市観光基本計画概要 

資料３ 観光基本計画に基づく取り組み状況 

 

会議録の作成方針 

□録音テープを使用した全文記録 

■録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 

記録内容の確認方法  会長が指名する委員による確認 

その他の必要事項  
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審議内容 （発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

１．開会 

 

・会議録の作成方針の決定 

  事務局 ：福津市附属機関の会議の公開に関する要綱、会議録の作成方法に

ついて説明。 

決定事項：会議の公開。事務局により会議録案を作成し、委員による確認の 

上で会議録の完成とする。 

  永松会長：出席委員のうち、名簿順に会議録の確認依頼をすることの提案。 

  決定事項：会議録の確認は、浄見委員及び小島委員とする。 

 

 

２．議事 

（１）観光基本計画に基づく取り組み状況について 

 （事務局）  「資料２ 観光基本計画に基づく取り組み状況」基本方針２．

観光拠点を整備し、観光消費額を拡大する 基本施策（１）基

づき説明。 

 （永松会長） 観光基本計画に基づく基本施策（１）の各取り組み状況につい

て、委員の皆様からご意見等お願いします。 

 （大隈委員） 「ボランティアガイド養成講座」の実施について。令和６年度

は１０名の方に新規受講していただいた。令和５年度までは平

日に受講を実施していたが令和６年度以降は土日に変更した。 

        令和７年度の受講者は４名で、そのうち３名に認定証に交付し

た。ボランティアガイドの業務は平日行うことが多いが６５歳

以上の方も就労されている方が多い状況であるため今後宣伝を

して増やしていきたい。 

 （浄見委員） 「観光案内所＠光の道」の運営について。光の道シーズンは夕

方からの来訪者が多いが対応しきれていない。今後は夕方の来

訪者にも対応できるよう、営業時間の見直しも必要だと感じて

いる。８月の風鈴祭りの期間中においても観光案内所が開いて

いないときがあるため、収益につながる運営をしていかないと

いけないと感じている。来訪者は前年度より増加しており、現

在の取り組みの方向性は間違っていないと考えている。 

 （小島委員） 「ふっくる」の運営について。駅にあるため観光客の方も多

く、インバウンドも年々増えてきている。駅に立地している一

方で、入りづらい・知らなかったという声もあり、観光案内が

行えているかという点では不十分な部分もあると感じる。来訪

者に対して観光地付近のおすすめのお店情報をボードやチラシ

の作成を行い、色々な場所を巡ることができるように工夫を行

った。 

 （大隈委員） 「ビーチハウス」の運営状況はどうなっていますか。 

 （小島委員） 令和７年度の４月から週末の営業を開始しており、７月～９月

は常時営業を行っている。７月～９月の来訪者数は約２，００

０名であり、平均は約３００～４００名の来訪者数であった。 
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 （永松会長） 改善点について具体的な意見があり、とても分かりやすかっ

た。その点を踏まえ、新年度の中での改善点として取り組んで

いただければと思う。 

        次に、観光基本計画に基づく基本施策（２）について事務局の

方から説明をお願いします。 

 （事務局）  観光基本計画に基づく基本施策（２）に基づき説明。 

 （浄見委員） 山笠や小さな灯り展は DMO が主催ではない立場のため具体的な

点については差し控えるが、全体的な活動内容は薄いと感じて

いる。門前町の風鈴祭りも天候不良で開催できなかった。風鈴

を少し飾るだけではやや物足りない印象もある。今後風鈴祭り

を開催する際はやり方を変えていかないといけないと思う。 

（永松会長） 令和８年度は風鈴祭りの開催予定はありますか。 

（浄見委員） 令和８年度も開催予定ではあるが DMO として実施内容の検討が

必要。福間駅やふっくるに風鈴も飾るのも良いと思う。 

（大隈委員） 費用面での負担はある程度かかる見込みですか。 

（浄見委員） DMO の予算があったため風鈴を購入して風鈴祭りを開催しよう

という話になった。門前町で開催するよりも福間駅やふっくる

に飾ったほうが面白いかもしれない。今後風鈴祭りの方向性を

検討していく必要があると感じている。 

（永松会長） 福間駅の活用による地域貢献として JR 九州の協力を得られるの

ではないかと思う。 

（小役丸委員）風鈴の１つあたりの値段はどのくらいですか。 

（浄見委員） 業者によって金額は異なるが平均 300～400 円程度。夏の２ヶ月

の間飾っていると色が飛んでしまうためカラーを付けたり、短

冊に色を付けたり、職員が様々な工夫をしている。今年も５，

０００個購入予定である。宮地嶽神社では風鈴でドームを作り

漁網に風鈴を吊るしているため、少しの風で風鈴が揺れて音が

鳴る仕掛けにしており、来訪者の方に喜んでいただいている。

職員体制も工夫しながら取り組んでいる。期間中、門前町の事

業者やキッチンカーの売り上げも好調であり経済的効果が生ま

れていると感じている。賑わいという意味ではとても効果が高

いと思う。 

（小島委員） 観光協会でも風鈴を購入して飾ったが風が通らず、ミニ扇風機

を使用して風を送る工夫を行った。 

（浄見委員） 人に喜んでいただくことと収益の確保は分けて考えるべきだと

思う。喜んでいただける取り組みを行うことが賑わいの創出に

つながる。 

（塩川委員） 風鈴の夜のライトアップは来訪者の増加につながると思う。 

（浄見委員） 風鈴祭りの実施は特に子どもがいる家庭を中心に喜んでいただ

いた。日中の外遊びの制限やコロナ禍の影響で、夕方から宮地

嶽神社の風鈴祭りに出かけることができ、子どもたちに喜ばれ

ていたとの意見があった。 

（永松会長） 風鈴は夏の風物詩として非常に良い取り組みであり、設置場所

や個数を工夫しながら今後も継続して実施していただきたいと

思う。 

（山口委員） 光の道シーズン以外の参道の賑わいはどのような状況ですか。 
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（浄見委員） 参道を盛り上げるべきとの意見はあるが、事業者の取り組みが

十分に進んでいない。 

（山口委員） 市がもっと PR すべきだと思う。 

（塩川委員） DMO が中心となり、事業者や宮地嶽神社と協力しながら多様な

取り組みを実施している。それをきっかけに多くの方に参加し

ていただけるよう努めている。 

（浄見委員） 旗を振っても十分な協力が得られないのが現状。 

（山口委員） 他自治体のように、市として積極的に PR すべきだと思う。 

（事務局）  行政だけの取り組みでは、まちの活性化や観光振興は成し遂げ

られない。事業者や地域の力添えを得ながらともに取り組んで

いくことが大前提だと思う。協議会は意見をいただく場である

ため、検討をより深めていくためにも多くの意見をいただきた

い。 

（浄見委員） 観光に対する予算が十分に確保できていないのが現状だと思

う。今後、広報的な PR ができるよう予算を確保していいただき

たい。 

（永松会長） 改善点の意見が出されたことも踏まえ、次年度も引き続き取り

組んでいけたら良いと思う。 

        次に、観光基本計画に基づく基本施策（３）について事務局の

方から説明をお願いします。 

（事務局）  観光基本計画に基づく基本施策（３）に基づき説明。 

（永松会長） タクシークーポンの発行は５枚だったのでしょうか。 

（塩川委員） タクシークーポンは認知されていない。タクシークーポンを利

用された方からは好評を得ているが、発信力に課題があり、十

分に認知されていない状況である。 

（大隈委員） ホームページに掲載がなく、情報が見つけにくいと思う。 

（塩川委員） 令和８年度は予算の都合により実施はしない。 

（小役丸委員）レンタサイクルの料金について。料金は自治体ごとに異なるた

め、近隣の自治体と料金の統一化を行い、広域的に利用できる

仕組みがあれば良いと思う。乗り捨てが可能な利用形態も良

い。インバウンド集客にもつながる。 

（塩川委員） 今年からビーチハウスにも自転車を置く予定で、乗り捨てがで

きるよう検討を進めているが営業時間の関係など課題がある。 

（小役丸委員）行政も含めた形で協議することで、より良い形で進められると

思う。 

（塩川委員） 一番の問題は保管場所である。駅の自転車置き場を借りること

ができれば、自転車の台数拡充にもつながると思う。 

（永松会長） 駅によっては未使用の倉庫を活用している事例もあるため、土

地の有効活用として対応可能な場合もある。関係先へ相談する

ことも有効である。距離がある場合は電動自転車でないと利用

が困難であるため、課題改善の一つとして利用しやすい環境づ

くりに取り組んでいただきたいと思う。令和８年度のタクシー

クーポンの実施予定はないですか。 

（塩川委員） 令和８年度のタクシークーポンの実施はない。 

（永松会長） さまざまな情報を知っていただきやすくする点については前回

も意見が出ている。その点も踏まえ、新年度の取り組みの一つ

として進めていただきたい。 
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（浄見委員） 市への依頼であるが、国土交通省の補助金を活用し、無人ドラ

イバー車による周遊ができれば注目を集め、集客の増加が期待

されると思う。補助金の申請等、市が主体となって行っていた

だき、市の力で進めていただきたい。      

（塩川委員） 無人ドライバー車は社会実験や実証実験は終えているが実用化

までいくのが難しい。メディアの注目は集まるが、継続的な運

用が求められる。 

（永松会長） 委員の皆様から出た意見は事務局でまとめていただきたい。次

に、観光基本計画に基づく基本施策（４）について事務局の方

から説明をお願いします。 

（事務局）  観光基本計画に基づく基本施策（４）に基づき説明。 

（永松会長） 「大峰山キャンプ場」が運営再開されてからの実績はどうでし

たか。 

（事務局）  今年度の事業が完了していないため、実績の報告は今後いただ

く予定。 

（永松会長） 「大峰山キャンプ場」の実績については、改めて報告をいただ

ければと思います。 

（塩川委員） 民泊施設については、交通事業者としても気になるところであ

るが、民泊の状況について、市はどの程度把握されているので

しょうか。 

（事務局）  民泊に関しては、許可や事業者の管理を含め福岡県が所管して

いる。各自治体には新規事業等の連絡はあるが、実績に関する

報告は上がってきていない状況。 

（塩川委員） 大規模な宿泊施設が少ないため、民泊施設があれば観光協会と

しても紹介し、観光につなげていきたいと考えているが実態を

把握できていないため、難しい状況である。 

（永松会長） 民泊は一軒家よりマンション形式が多い傾向にあるが、住民へ

の迷惑行為や安全面の懸念から、マンションによっては規約に

より民泊使用を禁止しているマンションもある。また、B＆B を

含め、ネットで直接予約が可能なサイトにほぼ登録されている

状況である。 

（山口委員） 恋の浦にバンガローがあったと思うが、市として何らかの活用

ができたら良いと思う。 

（事務局）  私有地であるため、所有者の意向が最も重要であると考えてい

る。現時点では具体的な話まで発展していない。 

（小役丸委員）以前は鹿児島の事業者が彫刻の岬を運営されていたが、売却さ

れた。福津市の中でも非常に良い場所だと思うが、他の事業者

も開発を試みたものの難しく、建設も容易ではないことから活

用には課題があると思う。 

（浄見委員） 国定公園ではあるものの、行政として活用の方向性を示すこと

ができれば、有名なリゾートホテルの誘致につながる可能性も

あると思う。 

（永松会長） 次に、観光基本計画に基づく基本施策（５）について事務局の

方から説明をお願いします。 

（事務局）  観光基本計画に基づく基本施策（５）に基づき説明。 

（浄見委員） DMO で商品を作った場合どうすれば良いですか。 
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（事務局）  ふるさと納税の返礼品として出品するには一定の条件があり、

その条件を満たした場合に出品が可能となる。受付等は商工振

興課のふるさと納税担当が対応することとなる。 

（浄見委員） 宮地嶽神社ご神殿米として出品し、DMO の資金となれば良いと

思う。 

（事務局）  納税者のニーズに応じて、担当部署と調整しながら進めていく

ことになると思う。 

（永松会長） ふるさと納税は重要な税収である。新宮町おもてなし協会はふ

るさと納税にも知見を有しており、今後の参考になるのではな

いかと思う。 

次に、観光基本計画に基づく基本施策（６）について事務局の

方から説明をお願いします。 

（事務局）  観光基本計画に基づく基本施策（６）に基づき説明。 

（浄見委員） インバウンドによる来訪者数は把握できていますか。 

（事務局）  「ふっくる」や「なごみ」ではインバウンド来訪者数を把握し

ているが、市全体としてのインバウンド来訪者数は把握できて

いない。 

（大隈委員） 韓国からの来訪者が団体で多く見られる。 

（塩川委員） タクシー利用時においても、スマートフォンの翻訳アプリを用

いて意思疎通を図るケースが多くなっている。 

（浄見委員） 観光協会はインバウンドについてどのように考えていますか。 

（塩川委員） インバウンドの増加により、経済的効果が見込まれるため来て

いただいた方が良いと思う。他自治体では、外国人観光客の増

加に伴うトラブルの話もあるが、現時点ではそのような事例は

起きていない。宮地嶽神社ではどうですか。 

（浄見委員） 宮地嶽神社においても、インバウンドは適度な割合で来ていた

だいている。 

（塩川委員） タクシーを利用される海外からの来訪者は福岡市内に宿泊し、

宮地嶽神社に行かれる方が多い。       

（浄見委員） さらなるインバウンド集客を図るためには、セールスを強化す

ることで来訪者の増加につながると思う。 

（塩川委員） 回遊については課題があるが、福津市内で食事をしていただき

たいと思う。 

（浄見委員） インバウンド来訪者は高級フルーツを求める傾向がある。いい

ざいで高級フルーツが購入可能であれば、立ち寄りが期待でき

る。 

（花田委員） 古賀市内のホテルに宿泊し、朝食後、朝一に宮地嶽神社に訪れ

る方が多い。門前町ではその動向を踏まえ、昼前から開店する

店舗も多く、消費につなげることが難しい面があると思う。 

（大隈委員） 自分でお店を見つけて行動される方も多いが、団体客は詳しい

情報を把握していないケースも多い。何も知らなくても楽しめ

る企画ができれば良いと思う。 

（花田委員） 藍の家に来られる方は宮地嶽神社にも立ち寄られている。 

（永松会長） インバウンドモニターツアーは令和８年度も実施予定ですか。 

（浄見委員） 県からの依頼があれば、実施する予定である。 

（永松会長） 次に、観光基本計画に基づく基本施策（７）について事務局の

方から説明をお願いします。 
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（事務局）  観光基本計画に基づく基本施策（７）に基づき説明。      

（大隈委員） 旅行会社のツアーは減ってきているが、小学校の社会科見学は

宗像市からの依頼が多く、福津市は少なかった。地元に世界遺

産があるということをもっと周知していけると良い。古墳群を

盛り上げていくためにも、PR に力を入れていただきたい。 

（浄見委員） 福津市と宗像市とで世界遺産登録に向けた取り組みの中で、資

料館を作るという話を聞いたが、どうなっていますか。 

（事務局）  市としてはそのような話は把握していないが、県が主体となり

両市で構成されている世界遺産活用協議会は現在も継続されて

いる。福津市では文化財課が関わっている。 

（浄見委員） 国の補助金で奴山に資料館ができるという話を聞いたことがあ

り、実現すれば活性化につながり良いと思う。 

（大隈委員） 古墳群周辺は災害や修繕もあり大変だと思う。 

（永松会長） 「資料２ 観光基本計画に基づく取り組み状況」基本方針３．

ブランドの構築や管理、販売促進のための活動を強化する 基

本施策（１）～（４）については新年度の第１回協議会に引き

継ぎたいと思う。  

3．その他報告 

 「夕陽館の活用」及び「乗馬クラブの意見収集」について 

（事務局）  前回の会議において、委員の皆様より「夕陽館の活用」及び

「乗馬クラブの意見収集」についてご意見をいただいていた件

に関し、まずは「夕陽館の活用」について。当該施設は令和８

年１０月の開業を目指して民間事業者が準備を進めている状

況。施設概要等の情報について公開ができる状況になり次第、

委員の皆様に共有させていただく。続いて、「乗馬クラブ」に

ついて。本市にある乗馬クラブのうち１事業者と話をさせてい

ただいた。事業者からは経営状況は非常に良好であることを伺

い、今後何かあれば行政や DMO へ相談いただくようお願いし

た。 

（事務局）  津屋崎海水浴場は、県内有数の海水浴場として多くの来訪者で

賑わい、旅館や海の家が立ち並ぶ活気のあるエリアであった

が、現在は営業している店舗も少なくなっている。また、波の

影響により砂浜の浸食が進み、海岸の幅が狭くなってきてい

る。そのため、津屋崎海水浴場を訪れるきっかけが少なくなっ

ているようにも感じられる。そうした中で、夕陽館のオープン

が予定されていることから、新たな魅力としてエリアの活性化

につながることが期待される。事業者募集の際には、観光振興

につながり、外から多くの方の呼び込みを要件として公募の実

施を行った。現在は事業者の準備が進められている段階であ

り、市としても協力できるところを一緒に探っていきたいと考

えている。 

（山口委員） 夕陽館については、引き続き共有をお願いしたい。 

（浄見委員） 魚正はどうなっていますか。 

（事務局）  旧魚正ビルは市が保有している状況。市としては、当該ビルの

利活用ができないかと考えている。市が直接何か行うというよ

りも、民間事業者の力を活用できないかという方向で検討して

いる。 
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（永松委員） 次回協議会は新年度になりますが、「資料２ 観光基本計画に

基づく取り組み状況」基本方針３．ブランドの構築や管理、販

売促進のための活動を強化する 基本施策（１）～（４）につ

いての意見を伺いたい。議案と報告については以上になりま

す。ありがとうございました。 

７．閉会 

 


